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2Ja-7　　　　住宅居間における装備的要因に関する調査研究

○竹原広実（奈良女大）　久保博子（奈良女子）　井上容子（奈良女子）
　　　　　　　　　　　　　磯田憲生（奈良女大）　梁瀬度子（奈良女大）

目的）　居間における装備的要因が心理的にどのような影響を及ぼしているかということ

が、筆者らの実験室実験の結果より明らかになりつつある。そこで実際の住宅における装

備的要因の実態を把握するとともに、実験の結果との対応を検討するために調査を行っ

た。調査は装備的要因に対する意識調査を行い、居間のインテリアに対する満足度と胸連

のある要因を検討した。また、インテリアに対する満足度と実際に居間に使用されている

色彩との関連を知るために、調査対象の住宅を訪問し実測調査を行った。

方法）　調査は対象住戸の1 4 7戸を訪問し、意識調査と実測調査を同時に行った。意識

調査はアンケート用紙を作成し、留め置き自記法により行った。調査期間は19 9 5年６

月。意識調査の内容はインテリアに対する満足度と、居住者の属性、住宅および居間の形

態及びインテリヽアに対する考え方といった要因との関連性を調べた。実測調査は調査対象

住宅の居間の装備的要因の色彩を色差輝度計を用いて測定した。

結果）　意識調査ではカイニ乗検定の結果より、調査対象者の属性では年齢、職業が、ま

たインテリアに対する意識では関心の高さ、居間の色彩の満足度などの項目がインテリア

の満足度と関連があるという結果が得られた。実測調査では、壁。床、収納、テーブルで

は用いられている色彩がかなり限定されており、それに対してソファ、クッション、カー

テンでは比較的多くの種類の色彩が用いられている。

2Ja－8 日本の一般家庭におけるカーペットから見た住まい方の研究
一高度経済成長期以降を中心に
○磯　映美　角野幸博（武庫川女大）

目的　カーペットがわが国の一般家庭で用いられるようになってからまだ日が浅い．その製
造技術・施工法や、美術工芸晶としてのペルシャ絨毯についての文献はいくつか見られるが
一般家庭で日常的に用いられる敷物と住まい方との関わりについては、住まいの洋風化に枯
びつけられることが多く、それ以上の議論は生まれていない．カーペットを端緒としてわが
国での住まい方の特色を明らかにする．

方法　①生産者側からの資料…国内カーペット産業の社史等文献及び関連業界新聞記事の検
●..･　･6････--　　　J=-　　・索、室内装飾施工・販売業者への聞き取り調査。②消費
婦人雑誌の敷物関連記事、聞き取りl≪査。③日本の起居
上三つの観点から、今日
枯果　①高度経済成長期

者側からの資料…インテリア雑誌・
様式に関する文献・論文を参照。以

までのカーペットの普及の経過を捉え、検討・分析する。
以降の一般家庭でのカーペットの用いられ方の概要は次の通り。敷

きつめ（無地ロ―ル物）→帖物敷き込み(柄物→無地)→それらの上にヒース敷き(シャギ
ー)→板張りくダニ・アレルギー問題による敷物離れ）→板の上にtr-ス敷き（ウィルトン
等パイル物→キリム・ギルド等平織り物〉。②カーペットはまず、土足・イス坐の大型m造
物の床材として、耐久性が重視され用いられた。上足・ユカ坐の家庭ではインテリアの洋風
化への遭具としての視覚的要素とともに、クッション性、保温性といった触覚的要素が重視
されてきた。そこには、「寝そべってもよい」という「くつろぎ･安楽」を意味する心理的
要素が含まれ、畳・布団・座布団に対するのと共通する行為が観察される。
展望　以上の結果を基にし、わが国における「敷物による行為の限定及び意味空間の形成」
についての研究へ発展させていく。
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